
再評価 【番号1】

都市計画道路都市計画道路 徳島東環状線徳島東環状線



１．事業概要

平 面 図
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延長 Ｌ＝約1.8km
幅員 Ｗ＝36m
事業費 Ｃ＝490億円

標準断面図



２．道路交通上の課題
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２．道路交通上の課題

一般国道５５号 / かちどき橋３丁目 徳島環状線 / 末広二丁目
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一般国道１１号 / 北常三島町一丁目
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３．事業の進捗状況（全体）

＜進捗率＞
事業費：８２％・用地：１００％



３．事業の進捗状況（平成２６年度供用区間）

①

②

①

②

平成２６年度 高架橋（南行）供用予定

高架橋（南行）供用予定凡例 Ｈ２５まで Ｈ２６ Ｈ２７以降

元町沖洲線 常三島沖洲線

至末広大橋 至阿波しらさぎ大橋

平成26年9月撮影平成26年9月撮影

供用予定



４．事業評価結果

防災・減災

■緊急輸送道路の強化

⇒第2次緊急輸送道路に指定
⇒高架構造を整備することにより，浸
水被害を回避し，発災時でも機能

■沿道住民の生活環境の改善

⇒中心市街地の通過交通と都市内
交通を分離し，生活環境を改善
⇒自歩道の整備により，歩行者自転
車の安全性向上・救命率の向上効果 23.6億円

その他の便益

環 境

医 療

・大気汚染や温暖化防止効果 9.9億円

・騒音低減効果 23.5億円

計 ５７．０億円

■物流の集積拠点のアクセス向上

⇒マリンピア沖洲・中央卸売市場へ
のアクセス性向上

・走行時間短縮便益

・走行経費減少便益

・交通事故減少便益

計 ６１３．３億円

(参考)その他の便益を含む Ｂ／Ｃ＝１．１

※費用Ｃ＝589.7億円 （現在価値化後）

（現在価値化後）

（現在価値化後）

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

産業振興

安全・安心
Ｂ／Ｃ ＝１．０



５．道路整備による多様な効果①【貨幣価値換算可能な整備効果】

医 療

◎その他の便益

・徳島市東消防署から集落までの救急車
両到達時間が短縮されることにより、
救命率の向上が見込まれる

環 境

・CO2、NOxの排出量が抑制されることに
より、大気汚染・温暖化防止効果が見
込まれる

・呼吸停止後の死亡率が約8％低減

（整備なし）

（整備あり）

■救急医療へのアクセス向上

救命率の向上効果 ： 23.6億円

【カーラーの救命曲線】

救急車両到着時
間の短縮

【CO2排出量】

■地球環境の保全効果

【NOx排出量】 NOx排出量が
約1.0%低減

・現道の通過交通がバイパスに転換する
ことにより、現道沿いの騒音の低減効
果が見込まれる。

大気汚染・温暖化防止効果：9.9億円

■騒音低減効果

騒音低減効果：23.5億円

到着時間の短縮に
よる死亡率の低減
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５．道路整備による多様な効果② 【貨幣価値に表れない整備効果】

凡例

第1次緊急輸送道路
第2次緊急輸送道路
防災拠点
拠点病院等

浸水深（ｍ）

■10.0以上
■ 5.0 -10.0
■ 4.0 - 5.0
■ 3.0 - 4.0

■ 2.0  - 3.0
■ 1.0  - 2.0
■ 0.3  - 1.0
■ 0.01- 0.3

【防災・減災】 災害に強い道路ネットワークの構築

・第２次緊急輸送道路に指定
⇒各種拠点間の連携を強化

・高架橋として整備
⇒浸水被害を回避し，発災時でも活用が期待

・高架構造のため浸水時でも道路として機能
・並行する緊急輸送道路のリダンダンシーを確保

蔵本公園

徳島県立中央病院

徳島大学病院

徳島市民病院

徳島市民吉野川運動広場

田岡病院

アスティとくしま
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徳島県津波浸水想定



【安全・安心】沿道住民の生活環境の改善

５．道路整備による多様な効果③ 【貨幣価値に表れない整備効果】

○市街地の通過交通と都市内交通を分離

⇒沿道住民の生活環境の改善
○自歩道の整備

⇒歩行者・自転車の安全性向上

マリンピア従業員数根拠
http://www.marinpia.org/

マリンピア
沖洲産業団地

企業数： 136社
従業員：4086名

H25.10時点

通過交通

都市内交通

安全性向上

【産業振興】物流の集積拠点の効率化

○中央卸売市場等へのアクセス性向上

物流の円滑化・地域産業の活

性化による地場産業振興

中央卸売市場
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６．事業評価結果

・救命率の向上効果 23.6億円

その他の便益

環 境

医 療

・大気汚染や温暖化防止効果 9.9億円

・騒音低減効果 23.5億円

計 ５７．０億円

・走行時間短縮便益

・走行経費減少便益

・交通事故減少便益

計 ６１３．３億円

(参考)その他の便益を含む Ｂ／Ｃ＝１．1

※費用Ｃ＝ 589.7億円 （現在価値化後）

（現在価値化後）

（現在価値化後）

貨幣換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

■今後の対応方針（案）

事事 業業 継継 続続

1

防災・減災

■緊急輸送道路の強化
⇒第2次緊急輸送道路に指定
⇒高架構造を整備することにより，浸水被
害を回避し，発災時でも機能

■沿道住民の生活環境の改善
⇒中心市街地の通過交通と都市内交通
を分離し，生活環境を改善
⇒自歩道の整備により，歩行者自転車の
安全性向上

■物流の集積拠点のアクセス向上
⇒マリンピア沖洲・中央卸売市場への
アクセス性向上

産業振興

安全・安心
Ｂ／Ｃ ＝１．0


